
意見書第２号 

 

 燃料、肥料、飼料等の価格高騰対策の強化を求める意見書 

 

 食料や資源の多くを海外に依存するわが国では、諸外国の輸出規制、緊迫化する

世界情勢のあおりを受け、農畜産物の生産に必要な燃油、肥料、飼料価格のほか、

被覆資材などの生産資材、ハウスや共同利用施設の建設費等も高騰し、その結果、

当市の農業振興にも多大な影響を与えている。 

さらには、コロナ禍の影響も重なる中、このままでは、安定的な農業経営や、食

料供給を支える農業生産の維持が危惧されるところである。 

よって国においては、生産者が今直面しているコスト高を乗り越え、将来にわた

り農業生産を継続できるよう、下記事項について実施されることを強く要望する。 

 

記 

 

１ 施設園芸等の燃油価格高騰対策について、事業の継続を行うとともに、さらな

る運用改善・支援拡充を図ること。 

 

２ 肥料価格高騰セーフティネット構築にあたり、多くの農業者を漏らすことなく、

かつ、速やかな支援を可能とする制度設計を行うこと。 

 

３ 配合飼料価格が高値で推移する中、配合飼料価格安定制度の安定的な運用に向

け、十分な財源確保を行うこと。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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以上のとおり意見書を提出する。 

 


